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二
〇
〇
八
年
三
月
に
『
大
衆
文
化
』
創
刊
準
備
号
が
刊
行
さ
れ
て

か
ら
十
一
年
、
七
十
名
を
越
え
る
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
二
〇
一

九
年
三
月
に
は
第
20
号
を
お
届
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
記
念
し
て
『
セ
ン
タ
ー
通
信
』
で
は
、『
大
衆
文
化
』
に
論
文
を
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
に
「
大
衆
文
化
と
乱
歩
に
関
す
る
本
」
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
各
人
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
こ
ち
ら
も
併
せ
て
御
覧
下
さ
い
。

さ
て
、
今
回
は
五
本
の
論
文
等
を
掲
載
致
し
ま
し
た
。
南
雲
大
悟

氏
の
「
豊
子
愷
の
「
詩
画
」
意
識
と
「
黒
画
」
批
判
」
で
は
、
中
国

の
漫
画
の
鼻
祖
と
呼
ば
れ
た
豊
子
愷
の
創
作
背
景
や
、
後
年
の
文
革

時
代
に
受
け
た
作
品
批
判
に
つ
い
て
、
ま
た
輪
島
裕
介
氏
の
「
演
歌

は
「
演
じ
る
歌
」
か
？

―
近
代
日
本
に
お
け
る
大
衆
音
楽
と
上
演

文
化
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク
」
で
は
、
歌
手
を
軸
に
明
治
・
大
正

期
と
昭
和
期
で
異
な
る
演
歌
（
と
呼
ば
れ
る
大
衆
歌
曲
）
の
成
立
と

差
異
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
海
老
澤
彩
香
氏
の
「「
黒
蜥

蜴
」
の
表
象
を
め
ぐ
っ
て

―
江
戸
川
乱
歩
「
黒
蜥
蜴
」
論

―
」

で
は
、
身
体
・
色
彩
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
各
観
点
か
ら
黒
い
蜥
蜴
の
い

れ
ず
み
の
意
味
に
つ
い
て
、
松
本
和
也
氏
の
「
挿
絵
画
家
と
し
て
の

中
村
研
一

―
「
海
燕
」「
女
の
一
生
」「
春
の
行
列
」「
花
と
兵
隊
」」

で
は
、
新
聞
小
説
の
挿
絵
の
役
割
を
画
家
自
身
が
ど
の
様
に
考
え
、

実
践
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
米
山

大
樹
氏
の
「
江
戸
川
乱
歩
旧
蔵
『
古
版
奇
術
書
』
同
梱
資
料

―
山

本
慶
一
宛
・
乱
歩
発
書
簡
控
え
を
中
心
に

―
」
で
は
、
自
筆
資
料

を
用
い
て
乱
歩
の
奇
術
書
の
収
集
や
研
究
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
て
い

ま
す
。
絵
あ
り
、
歌
あ
り
、
手
品
あ
り
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内

容
と
な
っ
て
お
り
、「
大
衆
文
化
」
へ
の
理
解
も
一
段
と
深
ま
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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